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課題 1． MRI reveals menstrually-related muscle edema that negatively affects athletic agility 
in young women 
正常月経を有する，運動習慣のない一般健常女性 13 名を対象に，月経関連性の浮腫の
定量評価ならびに競技への影響を検討した．女性ホルモンである E2 と P4 が低い月経
期，E2 が徐々に増加し始める卵胞期，E2 のみが高い排卵期，E2 と P4 が共に高い黄体前
期と黄体後期に分類された．月経前および月経中に出現する浮腫を定量的に評価するた
め，対象者の下腿水分量を MRI の T2 強調画像を使用して算出した．全ての期において，







課題 2．Risk of female athlete triad development in Japanese collegiate athletes is related to  
sport type and competitive level  
大学の体育会運動部に所属する大学女性アスリート 531 名および一般女子大学生 20 名











課題 3．Chronically low estrogen status increases muscle soreness, muscle damage biomarker  





実施し，各条件は 3 週間ずつ（1 回/週）実施した．各条件実施前，実施直後，実施 30 分
後，60 分後および 24 時間後に，各測定日における体組成，女性ホルモン濃度，筋逸脱酵
素（Creatine Kinase, Lactate Dehydrogenase），腱弾性度，主観的気分尺度および主観的
筋疲労感を評価した．その結果，CYC 群より DYS 群において，安静時レベルの血清 CK
値が有意に高かった．さらに，高強度運動後の腱弾性度は DYS 群のみ，運動実施 24 時間
後に有意に上昇した． 
運動後の急性応答では，骨格筋やその腱に対するエストロゲンの効果が乏しかった
DYS 群は正常月経を有する CYC 群よりも，より大きな筋への影響を呈する可能性が示さ
れた． 
  
課題 4．The muscle damage response in ovarian suppressed athletes after high intensive  




機能抑制（DYS）群に分類した．4 日間の合宿と前後 2 週間の練習を全ての完遂した者を
最終的に解析した．合宿終了翌日の 2 週間前（P1），合宿最終日（P2），合宿終了翌日
（P3），合宿終了 2 日後（P4），合宿終了翌日の 2 週間後（P5）の 5 回の測定において，
体組成，女性ホルモン値，筋逸脱酵素，主観的気分尺度および主観的筋疲労感，筋弾性度
を評価した．CYC 群および DYS 群において，4 日間の合宿後に筋逸脱酵素や筋硬度，主
観的筋疲労感が有意に増加した．また，合宿最終日および翌日の TMD スコアと腓腹筋硬
度が DYS 群で有意に高く，大腿二頭筋硬度は合宿終了翌日と 2 日後が DYS 群で有意に高
かった．  
DYS 群のように，女性ホルモンの分泌状態が一定期間以上にわたり抑制されているよ
うなアスリートでは，運動実施後の筋ダメージのみではなく，その後の回復にも影響する
可能性が示された． 
 
 
（本研究のまとめ） 
本研究では，女性ホルモンの分泌状態やその濃度変動が，競技のパフォーマンスおよび
コンディションに与える影響を明らかにすることを目的として，正常月経周期者ならびに
月経異常者を対象にパフォーマンステストや運動後の疲労応答などの項目に与える影響を
検討した． 
 
(1) 正常月経周期者では，女性ホルモンの変動に従い，月経期に下腿の水分貯留が最も増
加し，これに伴い敏捷性が低下した． 
 
(2) 女性アスリートの月経異常は高い運動強度の競技と関連し, 低い競技レベルとも関連
する． 
 
(3) 女性ホルモンが長期間低濃度の分泌状態であるアスリートは, 一過性の高強度運動に
伴う筋疲労応答において, 正常月経機能を有するアスリートよりも高くなった． 
 
(4) 女性ホルモンが長期間低濃度の分泌状態であるアスリートは, 長期間の高強度運動に
伴う筋疲労応答において, 正常月経機能を有するアスリートよりも高くなった． 
 
以上の成果は，女性アスリートが自身の月経状態と向き合いながら競技に取り組むため
のコンディション方法の知見として加えるものであり，正常月経周期者のみならず，月経
異常を抱えながら競技に取り組むために食事内容の改善やピルの服用などと並行して取り
組む必要性を示唆する知見として意義のあるものであると考えられる． 
 
